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いつまでも　どうぞお元気でY

８月24日、折口東公民館にて『ごんべさんの赤ちゃんがカゼ
ひいた』の歌遊びを行う折口東いきいきサロン会員

和やかな雰囲気の中、自然と笑顔がこぼれる

８月25日、的場いきいきサロン会員の肩もみをしながら大
川小校歌を歌う大川児童クラブ（表紙関連）

本市の全人口のうち、65歳以上の人が占め

る高齢化率は、34.6％に達し、100歳以上の長

寿を迎えられた方は、８月31日現在で100歳に

なる８人を含め、昨年同様16人となりました。

老後をいきいきと暮らすためには人と会っ

て話をして大声で笑うこと。外出して仲間と

一緒に楽しい時間を過ごすこと。このような

ことが日常の生活としてとけ込んでいること

が大切です。

これからも高齢者の方々が安心して生活で

きるよう、私たち市民一人ひとりが高齢者を

支え合っていきましょう。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
は
、
民

生
委
員
の
方
々
と
地
域
で
暮
ら

す
高
齢
者
や
子
育
て
中
の
人
た

ち
、
そ
し
て
障
が
い
を
も
っ
た

人
た
ち
が
気
軽
に
集
ま
っ
て
、

茶
話
会
や
健
康
体
操
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ふ
れ
あ
い

活
動
を
通
し
、
楽
し
み
な
が
ら

仲
間
づ
く
り
、
居
場
所
づ
く
り

の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
的
場
区
と
折
口
東
区
で
は
、

元
気
な
90

歳
の
方
が
３
名
も
参

加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

『
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』

阿久根市の高齢化率および100歳以上者の推移
（単位：％、人）

Ｈ19年 Ｈ20年 Ｈ21年 Ｈ22年 Ｈ23年

高齢化率
（65歳以上）

33.2 33.7 34.2 34.4 34.6

うち
100歳以上

7 6 7 16 16 

人 口 24,879 24,453 24,151 23,790 23,414 

※各年８月31日現在の住民登録台帳データ
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今月の題字

阿久根市は、お年寄りが
元気で海や川、山などの自
然がたくさんあるすてきな
まちです。
将来の夢は、自然が大

好きなので、樹木医などの
植物関係の仕事をしたいで
す。

ひと言

阿久根市役所、社会福祉
協議会では義援金を受け付
けています。
市民の皆さまのあたたか
いご支援をお願いします。

東日本大震災義援金
（平成23年８月30日現在）

12,894,160円
日本赤十字社阿久根市地区

大お
お　

田た　
　

和
な
ご
み

さ
ん

大
川
小
６
年

いつまでも　どうぞお元気でY長寿万歳Y
【
特
集
】
「
郷
土
料
理
伝
承
」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と「
ガ
ネ
」づ
く
り

訪問給食を受け取る樫八重　フミさん

人
と
昔
話
や
、
世
間
話
を

す
る
の
が
大
好
き
や
っ
と

『
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
』

『
郷
土
料
理
伝
承
』

ガ
ネ
づ
く
り

「
３
年
く
ら
い
前
に
骨
折
し
て
か

ら
料
理
や
買
い
物
が
で
き
な
く
な

り
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
訪
問
給
食
を

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
大
変
助
か
っ

て
い
ま
す
。
長
年
、
保
健
推
進
員
を

務
め
て
い
た
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
す

が
、
旬
の
も
の
を
取
り
入
れ
、
料
理

の
種
類
も
豊
富
。
高
齢
者
向
け
に
味

付
け
や
脂
肪
分
を
考
慮
し
、
よ
く
調

理
し
て
あ
り
ま
す
。
飽
き
る
こ
と
な

く
毎
回
、
食
べ
る
の
が
楽
し
み
。
で

き
れ
ば
調
理
さ
れ
て
い
る
方
と
調
理

方
法
な
ど
話
を
し
て
み
た
い
。」
と

元
気
に
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
樫
八

重
フ
ミ
さ
ん
（
92

歳
、
槝
之
浦
東
）。

８
月
５
日
、
働
く
女

性
の
家
に
て
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
女
性
会
員

活
動
委
員
会
な
ど
10

名

と
、
西
目
児
童
ク
ラ
ブ
18

名
と
、
そ
の
保
護
者
ら
で

郷
土
料
理
の
一
つ
で
あ
る

「
ガ
ネ
」
を
作
り
ま
し
た
。

児
童
ら
は
か
た
い
さ
つ
ま

芋
を
包
丁
で
切
る
の
に
奮

闘
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち

で
作
っ
た
「
ガ
ネ
」
の
味

に
大
満
足
し
て
い
た
よ
う

で
し
た
。

郷土料理　ガネ

義援金を受け付けています

ガネ（かき揚げ）を作る参加者
（働く女性の家）
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◎一般の部（高校生以上） （敬称略）

賞　　名 氏　　名 画　　　　　　題 地　　域
あくね洋画大賞 日當瀬　照夫 落日 阿 久 根 市
阿久根市長賞 坂　口　昇　市 矢岳の里 湧 水 町
議 長 賞 中村　美代子 朝凪 阿 久 根 市
教 育 長 賞 川　﨑　貴　朗 Cs-137（2005-2011） 出 水 市
委 嘱 作 家 賞 永吉　みさ子 本当に下戸？ 伊 佐 市
県美術協会賞 大　山　寧　江 森の協奏曲（コンチェルト） 伊 佐 市
奨 励 賞 赤　城　繁　治 夢国樹　赤富士に人と動物のふれあい 出 水 市
奨 励 賞 松　下　　　豊 夜明けの定置網漁（銀鱗） いちき串木野市
奨 励 賞 斉　藤　哲　也 立入禁止の夏 出 水 高 校
奨 励 賞 平　木　範　子 旅の途中　Ⅰ 薩 摩 川 内 市
奨 励 賞 田　原　　　淳 生きる‼ 出 水 市
奨 励 賞 渡　瀬　俊　輔 世界の終わりに見た夢 さ つ ま 町
奨 励 賞 樗　木　武　夫 私の部屋 出 水 市
奨 励 賞 麓　　　義　盛 荒天の大島遠望 阿 久 根 市
奨 励 賞 富　園　靖　子 実り　Ⅰ さ つ ま 町
奨 励 賞 永原　美津子 絵画教室にて 阿 久 根 市
委 嘱 推 挙 水流園　揚子 真昼の大川島海岸 南 さ つ ま 市
委 嘱 推 挙 脇　園　　　妙 ランプとレモンと 阿 久 根 市
ギャラリー賞 下　村　瑞　穂 瀬戸の夕景 出 水 市
ギャラリー賞 広　高　　　涼 ぽとり 出 水 市
ギャラリー賞 江　島　光　生 実のり 伊 佐 市

第
13
回
あ
く
ね
洋
画
展
開
催
Y

【特集】

８
月
20

日
か
ら
８
月
28

日
ま
で
、
阿
久
根
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
に
て
「
第
13

回
あ
く
ね
洋
画
展
」
が
開
催
さ
れ
、

過
去
最
高
の
１
，
５
０
５
人
の
参
観
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
県
内
外
か
ら
一
般
の
部
２
５
８
点
、
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
１
，
０
８
０
点
で
合
計
１
，
３
３
８
点
と
、
昨
年

よ
り
２
３
０
点
も
多
く
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
員
か

ら
は
、
応
募
数
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
作
品
の
レ
ベ
ル
が

例
年
よ
り
高
く
、
作
品
展
示
が
限
ら
れ
て
い
る
中
、
審
査

が
難
航
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

展
示
会
場
で
は
、
阿
久
根
の
自
然
豊
か
な
風
景
や
、
人

物
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で
描
か
れ
た
力
作
３
８
７
点
の
入

選
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

受賞者および審査員などの皆さま（市民会館）

阿
久
根
市
長
賞
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）

『
か
ま
き
り
と　

た
い
け
つ
だ
』

郡
山　

諒
（
九
玉
小
１
年
）

議
長
賞
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）

『
西
徳
寺
』

井
上　

歩
（
脇
本
小
４
年
）

県
美
術
協
会
賞
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）

『
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
』

成
元　

萌
乃
香
（
九
玉
小
２
年
）
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◎ジュニアの部（小・中学生） （敬称略）

賞　　名 氏　　名 画　　　　　　題 学　校　名

あくね洋画大賞 志和地　百香 まがり道 平佐東小６年

阿久根市長賞 郡　山　　　諒 かまきりと　たいけつだ 九玉小１年

議 長 賞 井　上　　　歩 西徳寺 脇本小４年

学 校 賞 阿久根小学校

県美術協会賞 成元　萌乃香 ジェットコースター 九玉小２年

特 選 下大迫　良心 3人でいちりんしゃのれんしゅうをしたよ 平佐東小１年

特 選 園　本　時　紘 かっこいいニワトリ 田代小２年

特 選 中　村　　　亮 歩道橋 折多小３年

特 選 永池　海夏人 イチョウの木 高尾野小３年

特 選 橋　元　彩　菜 けんびきょうの中には… 下水流小４年

特 選 吉　村　陸　矩 プール近くのハクモクレン 平佐東小５年

特 選 尾　﨑　　　翔 命を守るロッカー 山下小５年

特 選 松　尾　　　悠 教室から見える風景 阿久根小６年

特 選 上　野　春　菜（形の構成）～誕生日 東郷中１年

特 選 西　原　百　花 ばらのグラデーション 東郷中２年

特 選 百木野　咲良 マイマイアジサイ 宮之城中２年

特 選 大　田　綾　乃 鳥居をめざして 大川中３年

特 選 小　田　直　子 線の不思議 三笠中３年

あ
く
ね
洋
画
大
賞
（
一
般
の
部
）

『
落
日
』　

日
當
瀬　

照
夫
（
阿
久
根
市
）

あ
く
ね
洋
画
大
賞
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）

『
ま
が
り
道
』　

志
和
地　

百
香
（
平
佐
東
小
６
年
）

○受賞者からのコメント（日當瀬　照夫氏）
　今回が出品２回目。夕方、車で牛之浜駅前を走っ
ていたところ、ふと見た夕陽や雲がきれいで、海岸
近くまで行って写真に撮り、先輩方に教わりながら
描きました。油絵がまた好きになりました。

議長賞（一般の部）

『朝凪』

中村美代子（阿久根市）

教育長賞（一般の部）

『Cs-137（2005-2011）』
川﨑　貴朗（出水市）

県美術協会賞（一般の部）

『森の協奏曲（コンチェルト）』

大山　寧江（伊佐市）

委嘱作家賞（一般の部）

『本当に下戸？』

永吉みさ子（伊佐市）

阿久根市長賞（一般の部）

『矢岳の里』

坂口　昇市（湧水町）

【特集】第13回あくね洋画展開催Y
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９月６日に行われた鶴川内地区での説明会（鶴川内地区集会施設）

阿
久
根
市
防
災
マ
ッ
プ
完
成
Y

〜
標
高
50
メ
ー
ト
ル
以
下
の
地
域
分
布
図

お
よ
び
川
内
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
距
離
程
図
〜

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波

被
害
を
受
け
て
、
市
民
の
方
々

か
ら
、「
自
分
た
ち
が
住
ん
で

い
る
地
域
は
ど
の
く
ら
い
の
標

高
に
あ
る
の
か
？
」「
あ
の
津

波
と
同
規
模
の
津
波
が
襲
っ
た

場
合
に
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
い

い
の
か
？
」
と
い
っ
た
不
安
の

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
、
市
で
は
標

高
50

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域
図

お
よ
び
川
内
原
子
力
発
電
所
か

ら
の
距
離
を
示
し
た
地
図
を
作

成
し
、
９
月
５
日
か
ら
９
日
に

か
け
て
開
催
し
た
地
域
ご
と
の

防
災
研
修
会
で
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

○
避
難
場
所
、

避
難
経
路
の
検
討
を
Y

こ
の
地
図
を
も
と
に
、
地
域

ま
た
は
家
族
間
で
大
地
震
に
よ

り
津
波
が
発
生
し
た
と
き
、
家

屋
が
倒
壊
し
た
と
き
、
ま
た
、

火
災
が
発
生
し
て
延
焼
が
予
想

さ
れ
る
と
き
ど
う
す
る
か
な
ど

各
地
域
の
地
理
的
状
況
に
応
じ

た
避
難
場
所
、
避
難
経
路
な
ど

に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
こ
の
場
合
の
避
難
場
所
と

は
、
地
震
ま
た
は
津
波
の
危

険
を
一
時
的
に
回
避
す
る
場

所
の
こ
と
で
す
。
検
討
結
果

を
も
と
に
避
難
訓
練
の
実
施

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

沿
岸
地
域
で
は
高
台
に
あ
る

空
き
地
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
公
園

な
ど
が
候
補
地
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

沿
岸
地
域
以
外
の
地
域
で
も
付

近
の
建
物
な
ど
の
損
壊
や
地
震

に
よ
る
土
砂
崩
れ
、
更
に
は
火

災
の
延
焼
か
ら
逃
れ
る
た
め

に
、
同
様
の
場
所
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

○
自
主
防
災
組
織
の

活
性
化
を
Y

地
域
防
災
力
の
強
化
に
は
、

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
自
主
防
災
の
意
識
高
揚

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
東
日
本

大
震
災
を
教
訓
に
、
今
一
度
、

区
を
中
心
と
し
た
自
主
防
災
組

織
が
果
た
す
役
割
と
意
義
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
今
回
の
地
図

を
も
と
に
し
た
検
討
作
業
が
有

意
義
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
出
前
講
座
も

随
時
行
い
ま
す
の
で
、
積
極
的

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
係

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
１

（
内
線
１
２
１
２
）今回作成した防災マップ



－ 7 －

阿久根市政ニュース
市の取組などについてお知らせします。

日頃からの備えを万全にY
～市町村防災力強化出前研修～

８月18日、市町村防災力強化出前研修「災害図上訓練Ｄ

ＩＧ」が本市で開催されました。この研修は、地域の災害

危険性を把握し、災害が発生したときにどのように対応す

べきかを地図を用いて議論しながら防災意識を高めること

を目的とした㈶消防科学総合センターによるものです。地

震と津波被害を想定した今回の研修を受け、参加者の区長

ら31名は事前に避難場所や非常持出品の確認をするなどと

いった、日頃からの備えの重要性を再認識していました。

市
町
村
防
災
力

強
化
出
前
研
修

地図を作成しながら議論を交わす参加者

阿久根のまちの活性化のために
南九州西回り自動車道の早期完成をZ
８月19日、ホテルＡＢＣパレスにて南九州西回り

自動車道建設促進鹿児島県大会が行われ約600人が参
加しました。意見発表で、鶴翔高校２年中村光汰さ
んは、「道路が完成すれば、３年Ａ組の商品が観光の
おみやげとして全国に出回るだけでなく、部活動な
どで県外遠征した際、選手や応援する保護者らの負
担軽減につながるなどのメリットが多く、まちの活
性化には欠かせないものである。」と発表されました。
また、薩摩川内市－阿久根市間の早期事業化などを
国に求める大会決議も承認されました。意見発表を行う鶴翔高校２年中村光汰さん

出水駅蔵之元港間シャトルバス
利用促進協議会設立Y
昨年10月から運行中の出水駅と長島町蔵之元港

間を結ぶシャトルバスの利用促進のためにと、協

議会が設立され、８月10日に天草市牛深支所にて

設立総会が開催されました。阿久根市長をはじめ、

出水・天草地域の４首長は、利用促進に向けて共

同で取り組むことを確認しました。４市町の首長が共同で取り組むことを確認

出水
駅蔵
之元
港間

シャ
トル
バス
　　

南
九
州
西
回
り

自
動
車
道
　
　

長島（蔵之元港）→出水駅

蔵之元港 三笠中前 筒 田 前 出 水 駅
（出水B/C）

7:11 7:43 7:49 8:16
10:00 10:32 10:38 11:05
14:00 14:32 14:38 15:05
18:00 18:32 18:38 19:05

出水駅→長島（蔵之元港）

出 水 駅
（出水B/C）筒 田 前 三笠中前 蔵之元港

8:50 9:17 9:23 9:55
11:20 11:47 11:53 12:25
12:40 13:07 13:13 13:45
16:50 17:17 17:23 17:55

※毎日運行していますが、台風などでフェリーが欠航の時には、バスも運休になる場合もあります。

※問い合わせ先　南国交通株式会社　出水営業所　☎０９９６－６２－１６２６
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み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
大
切
な

宝
物
は
何
で
す
か
。
き
っ
と
、
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。か
け
が
え
の
な
い
、

あ
る
宝
物
を
。

「
き
ば
っ
て
走
ら
ん
か
。
い
っ
ち

か
る
っ
ど
。」

校
庭
に
歓
声
が
響
き
わ
た
り
ま

す
。
今
日
は
大
川
小
学
校
の
運
動

会
。
今
年
も
、
阿
久
根
の
伝
統
行

事
「
華
の
五
十
歳
組
」
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走

る
五
十
歳
組
。
そ
の
姿
を
見
て
い

る
と
、
三
年
前
の
思
い
出
が
、
鮮

や
か
に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。

二
年
生
の
時
、
父
が
五
十
歳
組

の
会
長
に
な
り
、
一
緒
に
走
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

「
遥
香
、
き
ば
れ
よ
。
で
も
、
ま

だ
負
け
ん
ど
。」

父
の
言
葉
に
、
顔
が
熱
く
な
り

ま
す
。
五
十
歳
組
は
速
く
、
苦
戦

す
る
小
学
生
チ
ー
ム
。
父
が
先
に

バ
ト
ン
を
も
ら
い
、
走
っ
て
い
き

ま
し
た
。
私
も
急
い
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、父
の
次
に
ゴ
ー
ル
。

し
ょ
げ
て
い
る
私
と
比
べ
、
父
は

大
は
し
ゃ
ぎ
。

「
元
気
し
と
っ
た
か
。
な
い
の
仕

事
を
し
ち
ょ
っ
と
。」

再
会
し
た
友
達
に
、
照
れ
な
が

ら
笑
顔
で
話
し
か
け
る
父
。「
五

十
歳
組
っ
て
良
い
な
。」
私
の
心

は
、
ふ
ん
わ
り
と
な
り
ま
し
た
。

二
年
生
の
思
い
出
か
ら
わ
れ
に
返
る
と
、

今
年
の「
華
の
五
十
歳
組
」は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
ア
ン
カ
ー
の
方
々

が
手
を
つ
な
ぎ
、
高
々
と
空
に
挙
げ
て
ゴ
ー

ル
。
た
が
い
の
健
闘
を
た
た
え
、
は
し
ゃ
い

で
い
る
姿
は
小
学
生
の
よ
う
。
あ
の
時
の
父

と
同
じ
で
す
。私
も
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
で
す
。「
三
十
八
年
も
経
ち
、
遠

く
に
住
ん
で
い
る
人
も
い
る
の
に
、
な
ぜ
、

多
く
の
卒
業
生
が
母
校
に
帰
っ
て
く
る
の
だ

ろ
う
。」
と
、
疑
問
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
か
ら
父
に
質
問
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
た
父
が
、
背

筋
を
ゆ
っ
く
り
と
伸
ば
し
、
か
み
し
め
る
よ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
そ
い
は
、
伝
統
あ
る
華
の
五
十
歳
組
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
で
、
ふ
る
さ
と
の
思
い

出
を
な
つ
か
し
ん
こ
と
が
で
き
る
か
ら
よ
。

遥
香
、
小
が
っ
こ
ん
時
の
思
い
出
は
、
良
か

事
も
わ
い
か
事
も
い
つ
ま
で
も
心
に
残
っ
か

ら
、
今
を
精
一
杯
過
ご
さ
な
あ
い
か
ん
た
っ

ど
。
そ
い
で
、
三
十
八
年
後
に
は
、
友
達
や

先
生
に
再
会
し
、
小
が
っ
こ
ん
こ
ろ
を
思
い

出
し
て
、
す
ば
ら
し
か
伝
統
を
つ
な
が
な
あ

い
か
ん
た
っ
ど
。
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
は
、

人
生
の
宝
だ
、
遥
香
。」

気
持
ち
の
こ
も
っ
た
父
の
言
葉
に
、
い
ろ

い
ろ
な
思
い
出
が
、
次
々
と
あ
ふ
れ
て
き
ま

す
。
学
級
の
友
だ
ち
全
員
で
、
昼
休
み
に
よ

く
遊
ん
だ
こ
と
。
学
習
発
表
会
の
ソ
ー
ラ
ン

節
が
成
功
し
て
、
一
緒
に
喜
ん
だ
こ
と
。
け

ん
か
も
す
る
け
れ
ど
、
み
ん
な
大
切
な
友

【
大
会
結
果
】
（
敬
称
略
）

■
小
学
生
の
部

○
市
長
賞

㞍
無　

遥
香
（
大
川
小
６
年
）

「
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
」

○
議
長
賞

園
本　

竜
輝
（
田
代
小
６
年
）

「
山
村
留
学
に
来
て
」

○
教
育
長
賞

若
松　

来
夢
（
尾
崎
小
６
年
）

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」

松
本　

未
夢
（
阿
久
根
小
６
年
）

「
命
の
尊
さ
と
感
謝
の
心
」

■
中
学
生
の
部

○
市
長
賞

神
田　

莉
菜
（
大
川
中
３
年
）

「
セ
ツ
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の

暮
ら
し
の
中
で
」

○
議
長
賞

田
原　

旺
恵
（
阿
久
根
中
３
年
）

「
笑
顔
の
向
こ
う
に
」

■
小
学
生
の
部　

市
長
賞

「
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
」㞍無　遥香

（大川小６年）

平
成
23
年
度

少
年
少
女
弁
論
大
会

市
内
の
小
中
学
生
に
よ
る
平
成
23

年
度
少
年
少

女
弁
論
大
会
が
８
月
１
日
、
大
川
小
学
校
講
堂
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
学
校
の
代
表
と
し
て
出
場

し
た
小
学
生
９
人
、
中
学
生
４
人
は
、
審
査
員
や

大
勢
の
観
客
ら
の
前
で
、
こ
れ
ま
で
の
思
い
出
や

自
分
の
夢
、意
見
な
ど
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。
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平成23年度　少年少女弁論大会

達
。
そ
れ
と
、
両
親
と
の
い
つ
も
の
食
事
と

会
話
。
登
下
校
の
時
に
話
を
す
る
近
所
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
。
紅
葉
が
美
し
い
山
と
、
太
陽

の
光
が
き
ら
き
ら
と
ゆ
れ
る
海
…
。

思
い
出
す
の
は
、心
温
ま
る
友
達
や
家
族
、

地
域
の
方
々
や
自
然
な
ど
、
大
川
の
こ
と
ば

か
り
。
な
み
だ
が
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
こ
そ
が
、
か
け
が

え
の
な
い
宝
物
だ
と
気
付
い
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に

し
て
過
ご
す
こ
と
で
、
思
い
出
は
さ
ら
に
増

え
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と
も
。
私
は
、
大
川
で
過
ご
す
日
々

を
大
切
に
し
、
心
の
宝
箱
を
い
っ
ぱ
い
に
し

よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
大
切
な
宝
物
は
何

で
す
か
。
き
っ
と
、ふ
る
さ
と
の
思
い
出
が
、

宝
物
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

思
い
出
を
、ど
う
か
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
住
む
方
々
や
自
然
と
の
つ

な
が
り
を
、
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
時
も
、
あ
な
た
を

支
え
て
く
れ
る
、
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
だ

か
ら
。

私
の
家
に
は
、
数
年
前
ま
で
耳
の
不
自
由

な
お
ば
あ
さ
ん
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
お
ば
あ
さ
ん
と
私
は
、
祖
母
と
孫
の
関
係

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
ひ
い
お
ば
あ
さ

ん
の
妹
で
す
。
し
か
し
、
お
ば
あ
さ
ん
は
私

を
孫
の
よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
て
い
た

し
、私
も
祖
母
の
よ
う
に
慕
っ
て
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
さ
ん
は
、
私
が
物
心
つ
く
前
か
ら

神
田
家
の
六
畳
一
間
に
住
み
、
食
事
や
睡
眠

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
そ
の
部
屋
で
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
お
ば
あ
さ
ん
の

こ
と
を
、
私
た
ち
家
族
は
「
セ
ツ
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

私
は
幼
い
頃
、
セ
ツ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と

が
苦
手
で
し
た
。
大
嫌
い
、
と
い
う
訳
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
何
と
な
く
距
離
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
耳
が
不
自

由
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
何
か
も
ど
か
し
さ
を

感
じ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
話
し
か
け

る
だ
け
で
も
、
口
を
大
き
く
開
き
、
ゆ
っ
く

り
と
話
す
な
ど
、
家
族
や
友
達
と
話
す
と
き

に
は
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
幼

か
っ
た
私
に
は
、
そ
れ
が
と
て
も
大
変
で
嫌

で
し
た
。

し
か
し
、
私
の
セ
ツ
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
見

方
、
接
し
方
が
変
わ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
る
日
、
セ

ツ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
部
屋
に
遊
び
に
行
っ
た
と

き
の
こ
と
。セ
ツ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、カ
ッ
タ
ー

で
鉛
筆
を
削
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
見
慣

れ
た
光
景
の
は
ず
が
、
そ
の
日
ば
か
り
は
な

ぜ
か
「
危
な
い
。」
と
思
い
ま
し
た
。
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
で「
手
を
止
め
て
。」と
伝
え
る
と
、

私
は
二
階
に
あ
る
自
分
の
部
屋
か
ら
鉛
筆
削

り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
セ
ツ
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
手
か
ら
鉛
筆
を
取
り
、
鉛
筆
削
り

で
と
い
で
み
せ
ま
し
た
。と
が
っ
た
芯
を「
ど

う
だ
。」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
見
せ
つ
け
る

と
、
興
味
を
示
し
た
の
か
鉛
筆
を
何
本
も
と

ぎ
始
め
ま
し
た
。
そ
の
数
日
後
、
セ
ツ
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
私
を
見
る
な
り
、
鉛
筆
削
り
を
動

か
す
よ
う
に
手
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
し
、「
鉛

筆
削
り
を
貸
し
て
。」
と
伝
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
目
に
し
た
途
端
、
と
て
も
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。
セ
ツ
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
初
め
て
私

に
頼
み
ご
と
を
し
て
く
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
私
は
セ
ツ
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
少
し
も
苦
手
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。

小
学
校
中
学
年
の
頃
の
こ
と
で
す
。
私
が

学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
、
い
つ
も
セ
ツ

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
取
り
込
ん
で
く
れ
て
い
る
洗

濯
物
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

が
つ
き
ま
し
た
。妙
な
胸
騒
ぎ
が
し
ま
し
た
。

「
ね
え
、
セ
ツ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
。」

と
兄
に
聞
い
て
も
居
場
所
が
わ
か
り
ま
せ

ん
。
す
ぐ
に
お
風
呂
場
と
部
屋
を
見
ま
し
た

が
、
ど
こ
に
も
い
な
い
の
で
す
。
ま
さ
か
と

思
い
、
裏
庭
を
見
に
行
く
と
、
地
面
に
セ
ツ

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
す
ぐ
に
母
に
連
絡
を
し
ま
し
た
。
両
親
が

車
で
病
院
ま
で
連
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

そ
の
車
に
私
も
乗
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
道
の
り
の
長
か
っ
た
こ
と
…
。

セ
ツ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
脳
卒
中
で
し
た
。
命

に
は
問
題
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
体
の
半
分

が
麻
痺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
を
知
っ
た
途
端
、
私
は
と
て
も
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
。
死
ん
で
い
な
く
て
よ
か
っ
た
と
。

セ
ツ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
現
在
91

歳
で
す
。

体
に
は
ま
だ
麻
痺
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
会

い
に
行
く
と
、
目
を
開
い
て
笑
っ
て
く
れ
ま

す
。
そ
の
笑
顔
を
見
る
と
、
私
は
と
て
も
安

心
し
ま
す
。

私
は
、
お
年
寄
り
で
障
害
者
で
あ
る
セ
ツ

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
暮
ら
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
相
手
と

し
っ
か
り
と
向
き
合
う
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
相
手
と
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
恐

れ
ず
に
伝
え
合
お
う
と
す
る
と
、
心
は
必
ず

通
じ
る
と
い
う
こ
と
を
、
セ
ツ
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
幼
い
私
に
し
っ
か
り
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
自
分
の

両
親
は
も
ち
ろ
ん
、
近
所
の
人
と
も
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
お
年
寄

り
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
ま
た
そ
う
で
な

い
方
の
た
め
に
、
さ
さ
や
か
な
こ
と
で
も
実

践
で
き
る
、
そ
ん
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
セ
ツ
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
暮
ら
し

た
の
は
十
数
年
で
し
た
が
、
私
の
生
き
方
の

土
台
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。

■
中
学
生
の
部 

市
長
賞

「
セ
ツ
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の

暮
ら
し
の
中
で
」

神田　莉菜
（大川中３年）
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市役所からの

お知らせ

あくねボンタンロードレー
ス大会

経済センサス調査員募集Y経済センサ
ス

第28回あくねボンタンロードレース大会

◇申込期限　11月18日㈮まで
◇場　　所　市総合運動公園発着コース
◇種　　目　３㎞、５㎞、10㎞、ハーフマラソン
※問い合わせ先　阿久根市体育協会　☎０９９６－７３－４６４９

参
加
者
募
集
Y

12
月
11
日
㈰
開
催

平成24年２月１日を基準日として、経済センサスを実施します。市では、経済センサスの調

査にご協力いただける調査員を募集いたします。

経済センサス調査員とは？
◇調査員の身分は、県知事が任命する非常勤の地方公務員です。任命期間は１月上旬から

３月上旬の予定です。

◇原則として市内在住の20歳以上の方で、秘密を保持でき、責任をもって調査事務を遂行

できる方とします。また、税務・警察・選挙に直接関係のない方とします。

◇報酬は受け持ち事業所数によって変わります。

経済センサス調査員の仕事内容
◇調査員事務の説明会に出席した後、市・指導員から示される受け持ち地域について、１

月下旬ごろから調査の事務を行っていただきます。

◇受け持ち地域の事業所（農林漁業や官公署の事業所以外のすべて）を漏れなく把握して、

調査票を配布し、調査票の書き方、提出方法などを説明します。

◇調査票の配布後は、調査票の回収や提出状況の確認、期限までに提出していただけなかっ

た事業所への訪問回収等を行います。

※調査員を希望される方は、９月30日㈮までに企画調整課へお申し込みください。

※問い合わせ先　企画調整課　統計調査係　☎０９９６－７３－１２１１（内線１２３１・１２３２）
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Akune City
Information
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平成22年度　就労のためのパソコン講座

曜日 講　　　座　　　名 時　　間 回数 定員 開講日 内　　　　　　容

第2･4月
子 育 て 応 援 Y
リ ラ ッ ク ス ・ ヨ ー ガ

10:00～12:00 10 15 10月24日

子育て中のお母さんが対象。
ハタヨガをベースにしたヨガで、心と体を元気にしま
しょうY
前屈、後屈、逆転、バランス、ねじり、開脚のポー
ズをバランスよくいれて、呼吸とともに、ゆっくりと
無理なく気持ちよく行います♪

火
就 労 の た め の パ ソ コ ン
（ エ ク セ ル 中 級 ）

19:00～21:00 10 15 10月11日

パソコンの基本操作（マウス操作、ウインドウ操作、
文字入力操作）、エクセルの基本操作を習得済の方
が対象。少し難しい関数の使い方などをマスターし
ます。市民会館２Ｆパソコン室で行います。

第1･3火 料理を作ろうY（男性クラス）19:00～21:00 ６ 15 11月１日
これから料理を始めたい男性のための講座。
楽しく作って楽しく食べて、料理のコツを覚えましょ
うY

第３木 陶 芸 教 室 19:00～21:00 ６ 15 10月20日 私だけの器を「手びねり」の手法で作ってみませんか。

第３金
働くお母さんのこころと
カ ラ ダ の 健 康 講 座

19:00～21:00 ６ 10 10月21日
アロマセラピー、ストレッチ、健康や子育てについ
てのおしゃべりでこころとカラダをリフレッシュ♪

短　

期　

講　

座

おいしいお煎茶の楽しみ方 13:30～15:00 ４ 10 10月22日
普段、何気なく飲んでいるお煎茶。おいしく飲む方
法を学んでみませんか。
毎月１回、土曜日の午後に行う講座です。

み そ づ く り ９:30～15:00 ２ 13
11月16日
11月18日

食文化を育む「手作りお味噌の味」を伝えていきま
しょうYお昼をはさみますので、軽食を持ってきてく
ださい。

X'mas　ケーキ＆リース講座
第１回　クリスマスケーキ 19:00～21:00

２ 15

11月22日 ※全２回とも、受講可能な方が対象。
クリスマスに向けて、ケーキ＆リースを作ってみませ
んか？第２回　クリスマスリース 19:00～21:00 12月８日

※　主に18歳以上で市内在住または在勤の女性（料理を作ろうYを除く。）であれば誰でも受講できます。

○リフレッシュY健康体操　　【申込み・お問い合わせ先】健康増進課　保健予防係　☎0996－73－1211（内線1458）

毎週
木曜

朝のコース（全10回）
定　員　20人　　
10：00～11：00　
開講日　10月６日

夜のコース（全10回）
定　員　20人　　
20：00～21：00　
開講日　10月６日

毎日の生活に疲れていませんか？　そんなあな
たにオススメYリフレッシュできる運動を中心
とした講座です。
※男性も女性も受講できます。

平成23年度働く女性の家 後期講座のご案内

受講者募集中！
【申込み・お問い合わせ先】
◇阿久根市働く女性の家
〒８９９－１６２６　阿久根市鶴見町１６６番地
☎０９９６－７３－３７６９

◇阿久根市企画調整課　企画推進係
☎０９９６－７３－１２１１（内線１２３１）
℻０９９６－７２－２０２９
メールアドレス　kikaku@city.akune.kagoshima.jp
※フリーメールアドレスによる申込みは確認できな
い場合があります。

申込書
講 座 名
氏　　　名（年　　　齢） 氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　歳）
住 所 阿久根市　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　区）
連　絡　先（自宅・携帯）
職 業 の 有 無 有・無　　※市外在住の場合勤務先（　　　　　　　　　　　　　　）
※託児希望の場合
子供の名前　年齢　性別 名　前　　　　　　　　　　（　　　　歳）　　　男・女

◇募集期間　９月15日㈭～30日㈮
◇受 講 料　無料
※ただし、材料費・資料など実費負担。
◇託児所ありますY（満２歳から就学時前まで）
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ふ化したばかりのウミガメの子ガメ 子ガメを放流し、声援をおくる子供たち

潮の満ち引きによって脇本海岸に産卵していた

ウミガメの卵が浸水したため、卵を安全な場所へ

移していましたが、無事にふ化しました。８月16

日、22日に脇本小学校の３年生の児童や下村区子

供育成会の子どもたちが放流会を行い、子ガメた

ちは「がんばれY」という子どもたちの声援を背

に受け、元気に海に帰っていきました。

ウミガメの子ガメ放流会

宮城県南三陸町にて潟区の民生委員　佐潟福美さんがボランティア活動

佐潟福美さんは、鹿児島県歯科衛生士会の代表として、７

月17日から７月22日の間、避難所や仮設住宅、福祉施設を訪問

し、口腔ケアや口内清掃などが十分にできていない被災者を対

象に、支援活動を行いました。以下、ご本人の体験談を紹介し

ます。

これまで何不自由なく当然のようにあったもの、できていた

ことが、すべて突然なくなってしまうとどうなるのか、歯科衛

生士として、民生委員として強く考えさせられました。

被災した宮城県南三陸町では、昭和35年にチリ地震の津波で被災した経験をもとに、毎年、

防災訓練などを町内全域で行っていましたが、今回の地震では予測されていた以上のことが起

き、結局は自分たちの命は自分たちの判断・行動力でしか守ることができなかったということ、

今回の災害は、自分から積極的に情報収集し、お互いに協力し合って行動し

ている人たちと、そうでない人たちとでは復旧生活に差が出ているようなこ

とを感じました。また、地域というものは、やはり、災害がない普段から地

域の活動などになるべく溶け込み、地区民同士がお互いの存在を分かり合え

る、支え合える状態にならなければならないということや、民生委員として

どう動くべきなのかなどが見えてきた気がし、自分の地区に役立てていきた

いと思いました。

今回、このような貴重な体験をさせていただいて勉強できましたことを感

謝し、これからはもっと様々なことに積極的に取り組み、行動していきたい

と心からそう思いました。
チリ地震津波の水位を
示していた壊れた看板

宮城県南三陸町に歯科衛生士として派遣
佐潟福美さん（左から２人目）

まちの話題
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９月は
健康増進普及月間
および食生活改善普及月間です
平均寿命の著しい伸長にみられるように、近年の国民の健康水準の向上には目覚しいもの

があります。しかし一方で、人口の高齢化、社会生活環境の急激な変化などに伴い、糖尿病、
がん、心臓病、脳卒中などに代表される生活習慣病の増加などが大きな問題になっています。
生活習慣病は日常生活のあり方と深く関連しており、健康の保持・増進を図るためには、

運動習慣の定着や食生活の改善といった健康的な生活習慣の確立が重要です。
生活習慣病の特性や運動・食事・禁煙など、個人の生活習慣の改善の重要性について、こ

の期間に理解を深めましょう。

７、８月の総合健診に、
これだけの方が受診されました！

子宮頸がんワクチン予防接種費用（全額公費）助成について
現在、中１～高１までの女性を対象とした、予防接種の全額助成を平成24年３月31日まで
実施中ですが、今年度中に３回接種するためには、１回目の接種を平成23年９月30日までに
済まされるようお願いいたします。詳しくは、下記までお問い合わせ下さい。
※問い合わせ先
健康増進課　保健予防係　☎０９９６－７３－１２１１（内線１４５７・１４５８・１４６１）

胃がん検診

１,３３０名

昨年度

１,２８８名

大腸がん検診

１,６６８名

昨年度

１,６７２名

腹部超音波検診

１,８３６名

昨年度

１,８７６名

特定･長寿健診（集団健診）

平成23年度　総合健診

暑い中でしたが、
受診された皆さま、
ご利用ありがとう
ございました。

１２月８日、９日にも追加で総合健診を行うことになりました！！
お問い合わせ、申し込みは、健康増進課 保健予防係まで。
※  今年は「胃がん検診」「大腸がん検診」が全員無料でとってもお得です♪

特定健診

１,１１６名

昨年度

１,１３５名

長寿健診

４５９名

昨年度

４５９名
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今月は生きがい対策課の

お得情報

●児童扶養手当は、父子家庭も対象です。

ひとり親家庭などの家庭生活の安定と自立の促進、児童の健全

育成のために、児童扶養手当を支給します。手当を受給するため

には、認定請求が必要です。ただし、所得制限がありますので、

詳しくはお問い合わせください。

●母子家庭の母親の資格取得を助ける制度があります。

母子家庭の母親の自立助長を目的に、指定された職業教育機関

において訓練を受けられた方に対する給付、あるいは、２年以上

の養成機関（看護学校等）での資格取得期間中の生活費の一部支

給事業があります。詳しくはお問い合わせください。

●ご存知ですか？かごしま子育てパスポート事業。

窓口で申請されれば、「かごしま子育てパスポート」を交付し

ます。妊娠中の人及び18歳未満の子どものいる家庭が対象です。

協賛ステッカーの貼ってある協賛店でパスポートを見せると、協

賛店の善意による子育て支援サービスが受けられます。市内の協

賛店はもちろん、鹿児島県内の協賛店で利用ができます。詳しく

はお問い合わせください。なお、協賛いただける企業・店舗も随

時募集しています。

※問い合わせ先　生きがい対策課　児童対策係

☎０９９６－７３－１２１１（内線１４１１・１４１２）

●家庭の悩み、子育ての悩み、ご相談ください。

家庭における人間関係の悩み、子どものしつけやいじめ、不登校などの問題について、家庭

相談員が相談に応じます。

また、本年度は、専門家による子どもと家庭に関する無料相談を実施しています。不登校・

非行・ひきこもりなど子育てに関することや、夫婦関係・家庭問題・人間関係などで悩んでい

る方の相談に応じます。毎月第２火曜日に開設予定（要予約。防災行政無線でお知らせします。）

秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。

※問い合わせ先　生きがい対策課　児童対策係（家庭児童相談室）

☎０９９６－７３－１２１１（内線１４１１）

行政 知得 　得コーナー
し っ と く ま る と く

知ってトクする！
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まちの話題 みんなのアルバム

８月13日に阿久根漁港新港水揚げ場で

開催され、マグロの解体ショーや、魚の

つかみ取り大会、クルージング体験、ス

テージイベントなども行われました。ま

た、今回は水産物の販売だけでなく、サ

バ飯やタカエビバーガーなどの阿久根発

Ｂ級グルメコーナーも設置され、大人気

でした。

あくね新鮮おさかな祭り開催Y

あ

鮮魚を買い求める大勢の方々

８月16日、高松川にて精霊流し

が行われました。川岸には提灯が

ともり、暗がりに浮かぶ精霊船の

灯りが川の水面にゆられて映え渡

り、あたりは幻想的な光景に包ま

れていました。

精霊流し（大丸通り会）

大丸通り会主催の精霊流し（高松川河畔）

８月４日、９月から始まる鶴翔高校３年生の

就職面接試験に向けて、阿久根ロータリークラ

ブ（新村正明会長）会員による模擬面接会が鶴

翔高校にて行われました。

生徒らは、「ロータリークラブ会員の本番さ

ながらの面接官ぶりに圧倒され、本番はどう答

えていくべきかなど考えさせられ、勉強になり

ました。」と話していました。

阿久根ロータリークラブ会員による模擬面接会

緊張した面持ちで模擬面接を受ける
鶴翔高校生

８月25日に漁業後継者対策推
進協議会（北さつま漁協、阿久
根市、市内中学校の会員で構成）
主催で水産教室が行われ、市内
の中学生17名が参加しました。
生徒らは、船釣り体験、ロープ
ワーク、調理実習の講習を受け
「手指が釣り糸や魚の背びれで切
れたりして痛いでしたが、たく
さん釣れて楽しかった。」と話し
ていました。

育て阿久根の漁業後継者Y
～水産教室～

海上で船釣り体験を指導していただいた
第二幸栄丸船長　西園円蔵氏（写真右端）
と、鶴川内中１年の生徒

ダブルで
アジGetY

阿久根発Ｂ級グルメコーナー
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楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）

まちの話題

みんなのアルバム 精

阿

道

８月10日の「道の日」に阿久根建友会

や北薩地域振興局、市が協力して市内各

地の道路清掃を行いました。107名の参

加者は暑い日差しのもと、ゴミ拾いや草

刈りなどの奉仕作業に汗を流していまし

た。

道の日ボランティア

ゴミ袋を片手に作業を行う参加者

お

郵便局では毎日、部外者犯罪防止の防犯

対策などを行っていますが、８月29日に阿

久根警察署の協力により本格的な防犯訓練

が行われました。訓練を行った郵便局員は、

「犯人役に迫力があり、訓練と理解していて

も緊張しました。」と話していました。

お客様の人命・財産を守り、
社員も守るY防犯訓練を実施

三

８月20日、21日に市総合体育館で開催され、阿久

根・出水・伊佐地区の中学校12チームが参加。夏季

出水地区高校バスケットボール大会も同時開催さ

れ、中学生は高校生のプレーの力強さ・正確さ・速

さを学び、母校を応援するなど、複合開催ならでは

の学習・交流が行われました。

三笠中学校男子が準優勝Y隈元旗争奪
中学生阿久根バスケットボール大会

～第９回～

犯人役の演技に緊張がはしる
（脇本郵便局）

準優勝と健闘した
三笠中学校男子バスケットボール部

サ

８月16日、阿久根市社会福祉協議会で行

われたサマーボランティア講座。市内の小

学４～６年生17名が参加。車いす体験をし

た尾崎小５年の谷口龍磨さんは、「お年寄り

が安心して車いすに乗っていられるよう、

やさしい操作ができる人になりたいです。」

と話していました。

サマーボランティア講座で
福祉人材の育成Y

車いす介護のしかたを学ぶ児童
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くらしの情報
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が
必
要
で
す
。

市
民
文
化
講
演
会
の
ご
案
内

〜
出
水
郡
医
師
会
事
業
〜

北
薩
地
域
の
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
科
学

技
術
、
特
に
宇
宙
科
学
に
対
す
る
啓
発
の
一

環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
な

お
、
入
場
は
無
料
で
す
。

◇
日
時　

10
月
８
日
㈯

午
後
１
時
半
〜
午
後
４
時

◇
場
所　

出
水
市
文
化
会
館

◇
対
象　

小
・
中
・
高
校
生
、
一
般

◇
内
容

・
鹿
児
島
大
学
管
弦
楽
団
に
よ
る
演
奏

・（
独
）
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

准
教
授　

西
山
和
孝
先
生
の
講
演

演
題「
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
の
挑
戦
」

※
問
い
合
わ
せ
先

出
水
郡
医
師
会
立　

阿
久
根
市
民
病
院

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
３
３
１

ち
ゃ
ん
と
知
ろ
う
Z
「
正
し
い
薬
の

飲
み
方
」
健
康
教
室
の
ご
案
内

阿
久
根
市
民
病
院
で
は
、
地
域
住
民
の
方

の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
健
康
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

10
月
19
日
㈬

県
道
阿
久
根
東
郷
線
開
通
記
念
セ
ー
ル

第
５
回
ふ
れ
あ
い
百
縁
市
を
開
催
Y

県
道
阿
久
根
東
郷
線
開
通
を
記
念
し
て
、

駅
前
・
本
町
・
大
丸
の
阿
久
根
市
連
合
通
り

会
で
第
５
回
ふ
れ
あ
い
百
縁
市
を
開
催
し
ま

す
。な

お
、
朝
８
時
か
ら
商
店
街
一
掃
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
地
域
の
方
々

の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く

は
９
月
22
日
の
朝
刊
折
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

９
月
23
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

※
問
い
合
わ
せ
先　

水
産
商
工
観
光
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
１
１
）

園
芸
講
習
会
の
ご
案
内

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
先
着
30
名
、
参

加
費
五
百
円
で
、
木
材
チ
ッ
プ
を
利
用
し
た

寄
せ
植
え
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時　

９
月
27
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

◇
申
込
締
切　９

月
26
日
㈪
ま
で

◇
場
所　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
広
場

◇
持
参
す
る
も
の

市
で
は
、
提
案
公
募
型
補
助
事
業
を
活
用

す
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、市
民
自
ら
が
企
画
し
、

自
主
的
か
つ
自
律
的
に
行
う
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
事
業
で
、
分
野
や
テ
ー
マ
は
問
い
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
調
整
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
３
１
）

提
案
公
募
型
補
助
事
業
の
２
次
募
集

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金
の

無
料
法
律
相
談
会
開
催
の
ご
案
内

鹿
児
島
く
す
の
き
の
会
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
や
サ
ラ
金
、
あ
る
い
は
ヤ
ミ
金
な
ど
で

困
っ
た
方
々
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
弁
護

士
・
司
法
書
士
が
次
の
と
お
り
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
に
相
談
会
場
へ
お
電

話
い
た
だ
く
か
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
時　

10
月
３
日
〜
10
月
８
日

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

◇
電
話
相
談　

０
９
９（
２
２
２
）０
９
７
２

◇
面
談
相
談　

鹿
児
島
く
す
の
き
の
会
事
務
所

鹿
児
島
市
山
下
町
12
│
12

一
二
三
ビ
ル
２
０
１
号

０
９
９（
２
２
６
）１
７
２
５

※
問
い
合
わ
せ
先　

鹿
児
島
く
す
の
き
の
会

森
法
律
事
務
所

【介護】自立する心をサポートする心遣いから
（１人にしない介護の前に、１人にする介護からはじめてください）
好きな時にトイレや外に気兼ねなく行けるお年寄りが沢山います
手すりは新築でも普通になりました設置率は浴室９割、トイレ６割

【一例】階段と手すりのセット商品
設置場所に合わせ高さや巾の調整が出来、
手すりと組合せ自由のセミオーダー型
（段板中３段、Wのステッキホルダー付き）
（税込）��,���円（取付費含む）
【住居のアドバイス】
浴室の手すりは歩行より･ぶら下る･事を重視し、しっかり固定する
歳を重ねる毎に握りが細くなる　やや細目を選ぶ（次号は浴槽の据付）
住宅の事なら電話かE-mailで相談や詳細を聞く事が出来ます。

（受付）大 工 の 里
住所�阿久根市山下��番地（岩﨑一男）
E-mail:minnnanoheya@cap.ocn.ne.jp

住居の事なら
◉即おこたえ致します◉

電話（0996）72-3131番

◎御電話を頂けば見積り及び相談が電話にてできます

保存版

和　式 洋　式

手すり２ヶ所付き

改装の一例
（和式を洋式）

���� ���円
（工事代含む）

午
後
２
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

阿
久
根
市
民
病
院
内

※
問
い
合
わ
せ
先

出
水
郡
医
師
会
立　

阿
久
根
市
民
病
院

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
３
３
１

軍
手
、
ス
コ
ッ
プ

※
問
い
合
わ
せ
先

㈳
阿
久
根
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
８
８
８

寄せ植えイメージ
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くらしの情報

☎
０
９
９
（
２
２
５
）
１
８
０
０

下
野
司
法
書
士
事
務
所

☎
０
９
９
（
４
７
２
）
２
５
３
７

出
水
商
業
デ
パ
ー
ト
の　

ご
案
内
（
第
15
回
）

高
校
生
の
手
作
り
百
貨
店
で
す
。
出
水
商

業
高
校
の
生
徒
が
真
心
サ
ー
ビ
ス
で
お
迎
え

い
た
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来

店
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時　

10
月
30
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

出
水
商
業
高
等
学
校
体
育
館

※
問
い
合
わ
せ
先　

出
水
商
業
高
校

☎
０
９
９
６
（
６
７
）
１
０
６
９

昨年の出水商業デパート

社
会
生
活
基
本
調
査
の
お
知
ら
せ

総
務
省
統
計
局
と
県
で
は
、
平
成
23
年
10

月
20
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
日
々
の
時
間
を
仕

事
や
学
業
、
家
事
に
ど
の
程
度
費
や
し
て
い

る
か
や
、
過
去
１
年
間
の
自
由
時
間
に
ど

の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
調

査
し
、
そ
の
結
果
は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
、

少
子
高
齢
化
対
策
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
な
ど
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
調
査
員

が
調
査
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
調
査
票
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。
阿
久
根
市
で
の
調
査
世
帯
に
つ

い
て
は
、
脇
本
地
区
（
古
里
区
の
一
部
及
び

瀬
之
浦
下
区
の
一
部
）
に
な
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

鹿
児
島
県
統
計
課

人
口
労
働
統
計
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
８
２

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に　

ご
協
力
を
Y

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
高
齢
者
、
障
が

い
者
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
へ
の
、
地
域
の
福

祉
活
動
を
支
援
す
る
募
金
で
す
。

災
害
時
に
は
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」
の
設
置
や
運
営
な
ど
、
被
災
地
支

援
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

◇
運
動
期
間　

10
月
１
日
〜
12
月
31
日

※
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
共
同
募
金
会
阿
久
根
市
支
会

（
阿
久
根
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
３
８
０
０

道
路
上
の
不
法
占
用
物
件

な
ど
は
危
険
で
す

歩
道
や
車
道
は
、
人
や
車
が
通
行
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
花
壇
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、
置

き
看
板
・
の
ぼ
り
な
ど
の
不
法
占
用
物
件
は
、

通
行
の
妨
げ
や
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
危

険
で
す
。

道
路
を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
で
快

適
に
使
用
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
建
設
課　

管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
２
１
）

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な

ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。

◇
一
等　

１
億
５
千
万
円
×
13
本

◇
発
売
期
間　

９
月
28
日
〜
10
月
16
日

◇
抽
選
日　

10
月
26
日
㈬

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

■
訂
正
と
お
詫
び

広
報
あ
く
ね
８
月
号
の
12
ペ
ー
ジ
、
市
小

学
校
水
泳
記
録
会
の
大
会
記
録
氏
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）６
年
女
子
50
ｍ
自
由
形　

松
本　

晴
香

（
正
）６
年
女
子
50
ｍ
自
由
形　

松
木　

晴
香

（
誤
）６
年
男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ　

松
本　

翼

（
正
）６
年
男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ　

松
木　

翼

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

農機･農業資材･栽培指導

㈲マツモト
阿久根市山下1114

☎０９９６ー７３ー００５０

マ ツ モ ト

一家に一台新米をおいしく保存

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◇
期
間　

９
月
21
日
㈬
〜
30
日
㈮

◇
運
動
の
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

※
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
交
通
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
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図書館へ行こうY
　赤ちゃん絵本コーナーあります

児童書は２階ですが、１階の
料理本コーナーの一角に赤ちゃ
ん絵本コーナーを設置していま
す。小さなお子様連れでも安心
して絵本をお選びいただけま
す。
ぜひ、ご利用ください。

　新刊案内
・『前に進むチカラ　折れない心を作る７つ
の約束』　　　　　　　　　北島康介（著）

とことん素の自分と向き合
う、進化のための変化を恐れな
い、やるべきことに優先順位を
つける…。様々な苦難を乗り越
えたアスリートが、人生の困難
に立ち向かう時に役立つ、７つ
の自分との“約束”について語
る。

・『風の浄土』　　　　　　　 中津文彦（著）

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　９時～19時

　休館のお知らせ
市立図書館・郷土資料館では９月19日㈪～

10月20日㈭まで、館内整理期間およびトイレ
改修工事のため休館になります。
本を返却されるときは「返却ポスト」へお

願いします。

・『ギャングエイジ』
川端裕人（著）

前任者の代わりに、いきな
り小学３年生の担任になった晃
道。新米教師の彼に「ギャング
エイジ」の担任が務まるのか？
学校の「いま」と家族、地域の「在
り方」を描いた長編エンタテイ
ンメント。

・『知識ゼロからの池上彰の
世界経済地図入門』　　　 池上　彰（著）

鹿児島県造林協会より功労者として表彰Y

中
なか

野
の

行
ゆき

雄
お

氏（88歳、田代下区）

阿久根市南部地

区（鶴川内、山下、

大川）の民有林の

間伐推進を森林組

合と連携して、約

40年実施してこら

れ、平成13年度か

らは阿久根市の間

伐推進員となり、阿久根市の里山づくりにも

貢献されてきました。

また、ＪＡ鹿児島いずみ野菜振興協議会筍

部会の会長を現在も務めておられ、今年度は

43年目となり、中野行雄氏から「43年目もが

んばりますY」と意気込みを語っていただき

ました。

法曹界の偉材　田
た

中
なか

右
う

橘
きつ

氏（本市波留出身）

勲二等瑞宝章（勲章１組）を阿久根市へ寄贈

市立図書館郷土資料

館に田中右橘氏の大礼

服が展示されていると

いうことで、勲章につ

いても一緒に阿久根市

の郷土資料として展示

してほしいというご親

族、肘黒長憲氏のご厚意により８月４日、寄贈

していただきました。

田中右橘氏は、東京帝国大学法学部を卒業後、

すぐに司法官試補として京都地方裁判所に奉職

し、判事・裁判所長を歴任。昭和６年ジュネー

ブにおける国際会議に全権として出席するとい

う偉業を成し遂げられた方です。

勲章を寄付される肘黒長憲氏

表彰を受けた中野行雄氏



－ 21－

日本ミドル級チャンピオン

淵上選手（本市脇本出身）V3達成Y

８月８日、後楽園ホールにて行われた日本

ミドル級タイトルマッチで見事、６回ＴＫＯ

勝利で３度目の防衛に成功した日本ミドル級

王者淵上誠選手。８月12日に阿久根市役所を

表敬訪問され、「もう一つ上の東洋太平洋ミ

ドル級王者に挑みます。」とこれからの意気

込みを語ってくださいました。

また、大石酒造㈱から「薩

摩コング　淵上誠」とラベル

に銘打たれた焼酎が発売され

ることになり、その売上の一

部は東日本大震災の被災地に

寄付されるとのことでした。

※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載してあります。
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倉く
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津つ　

美み
　

紀き
　

さ
ん
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◇趣味は何ですか・・・
音楽鑑賞

◇性格は・・・
明るく、活発な性格

◇理想の異性像は・・・
一緒にいて笑顔がたえない人

◇阿久根について一言・・・
自然が多くて、キレイなまちだと思い
ます

◇将来の夢は何ですか・・・
おしゃれな美容師になること!!!

－ 22－

私たちは、「会員相互の親睦と健康増進」をめざし、
いきいきと楽しく卓球、バドミントンの練習に取り
組んでいます。また、現在、地域内外を問わず、会
員を広く募集中です。皆さん楽しく卓球、バドミン
トンの練習を一緒にしてみませんか？初心者大歓迎
です。ぜひ一度遊びに来てください。
活動日時　毎月第２・第４水曜日

午後７時半～９時半
活動場所　田代小学校体育館
連 絡 先　大田　秋美（☎0996-79-2357）

「田代いきいき健康クラブ」
サークル紹介

営業時間：午前10時～午後５時

Ａ
Ｂ
Ｃ
パ
レ
ス

●

Ｇ
Ｓ

●

マ
イ
マ
イ

●

コ
イ
ン
精
米

●

Ａ
Ｚ
ス
ー
パ
ー

セ
ン
タ
ー

●

ベ
ス
ト
電
器

阿
久
根
店

●

Ａ
Ｚ
車
検

セ
ン
タ
ー

●

大
林
交
差
点

Ａ
Ｚ
車
検

セ
ン
タ
ー
入
口

3

コ
チ
ラ
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

←出水 阿久根市街地→

住まいの無料相談室 ＡＺ車検
センター
隣り

住まいの事なら、お気軽に相談ください。

☎0996-72-0014㈱ タイセイ工務店

新築 リフォーム オール電化工事
バリアフリー工事 太陽光発電システム設置工事

〒899-1625 阿久根市波留1074-1
信頼と実績の

 TAISEI

☎0996-73-0350

ＪＡ鹿児島いずみ　クレインハート㈱
　（総合葬祭）　（総合葬祭）

ルミエールみかさ

ルミエールあくね 愛とまごころ　
　　　感動の人柄葬

家族葬承ります
各宗派、個人葬から社葬･団体葬まで

幅広く御利用いただけます

ご葬儀、法事等ご相談ください

年金友の会員

共済加入者

祭壇料より最大

１５％割引

年中無休
24時間受付
お電話下さい

ルミエールあくね：������������
ルミエールみかさ：������������

あくね斎場あくね斎場 みかさ斎場みかさ斎場


